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１．はじめに
　私が小児看護のなかで大切にしていることは，子ども
は日々成長発達する存在であるため，発達に合わせた関
わりをすることと，発達課題が達成できるために何をす
る必要があるのかを考えることである。また，子ども，親，
きょうだいを含む家族システムのなかで対象を捉え，そ
の相互作用を考えるように気をつけている。
２．ケースとの関わり
　二分脊椎症で清潔間欠的自己導尿（CIC）を行ってい
る思春期の男子との関わりを通して，対象のもつ力に気
づき，その力にアプローチした看護を紹介する。
　ケース A：抽象的な理解が困難であり，セルフケアの
理解が不十分でセルフケア行動がとれず，CICは面倒
という気もちを抱いていた。母親からの注意を聞かず，
母親から離れた生活が拡大していく時期でもあるため，
母親の不安も強い状態であった。ある日，セルフケア不
足のため学校で腹痛が増強し救急車で運ばれる体験があ
り，それをきっかけにセルフケアの変化を意図して，セ
ルフケアの認識面へ働きかけた。造影検査で医師と協働
して，セルフケアの意義や膀胱の大きさを視覚的に示し
たり，同様な困難な状況になったらどうするかを具体的
に共に考えた。また，Aくんに関心を注ぎ出来たことを
褒めたり，母親に対しても精神的支援を行った。その結
果，Aくんは CIC等のセルフケアは自分にとって必要
と認識が変わり，セルフケアの行動，気もちにも変化が
現れた。
　ケース B：二分脊椎症に加え右半身麻痺もあり，学習
レディネスがセルフケアを困難にしていた。それに加え，
CIC手技習得目的の入院で習得出来ずに退院した失敗
体験のため，セルフケアは難しく嫌だという否定的な気
もちがあり，さらにセルフケアを困難にしていた。その
後 PTや整形外科医等の専門家の支援を受けられるよう
に調整を図り，長期間をかけて CIC手技は習得したが，
生活のなかでのセルフケア実施は困難で母親が代行して
いた。その後，母子関係の変化をきっかけに，学校での
サポートを受けながらセルフケアが継続できるように変
化した。
３．子どものセルフケアに関わる際の視点
　子どものセルフケアに関わる際の視点を図に示す。
　セルフケアの必要性の理解が不十分なためセルフケア
行動をとらないとか，セルフケアに対して面倒，嫌など
の否定的な気もちがあると，セルフケア行動がとれず，
自分なりの課題もみつからないなどと， セルフケアの行
動，認識，気もちには相互関係がある。それには，子ど
もの運動機能，認知発達などの学習レディネスが影響す
る。そして，子どもの意思を尊重したり，心配で先回り
して親が先に準備を整えるなどの，親子関係もセルフケ
アに影響している。また，学校の教諭や，環境などの周
囲からのサポートの影響も受ける。そしてそれら全てに，
成長発達の影響があるため，いつも成長発達に見合った
ものかを考える視点が必要となる。
４．対象者の持つ力に気づくために
　対象者のもつ力に気づき，援助をしていく際には，
①対象者が自分で出来るようになると信じながら，継続
的に必要なサポートが得られるように調整を続けるこ
と，②変化には時間がかかることを理解して，焦ったり
あきらめたりしないこと，③目標設定の際には，発達段
階を考慮してどのようなセルフケアスタイルが望ましい
のかを考えること，④効果的な援助のタイミングを逃さ
ず，対象者にとってピンチの機会をチャンスの機会に変
えること。小児期は学校の宿泊行事や進学など，子ども
自身でセルフケアをしなければならないライフイベント
が多くあるため，その機会をセルフケアの動機付けにす
る機会に変えていくことが大切である。
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